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研究要旨  

頚椎症性脊髄症(CSM)と頚椎後縦靭帯骨化症(OPLL)に伴う頚部脊髄症術後の 10 秒

テスト/JOA スコア/JOACMEQ/簡易上肢機能検査(STEF)の経時変化および相関を前

向きに比較検討した。JOACMEQ と STEF は有意な相関を認め、STEF の「巧緻要素」

は JOACMEQ の上肢機能改善群で非改善群と比べ術前後とも有意に高得点であった。

JOACMEQ は神経機能を鋭敏にとらえうる有用な評価質問票であり、STEF の「巧緻

要素」と強い相関を認めた。 

 

Ａ．研究目的 

CSM または OPLLによる頚部脊髄症におけ

る術前後の上肢機能評価（10 秒テスト/JOA

スコア/JOACMEQ/STEF）の経時変化および上

肢機能回復と相関する評価指標について前

向きに明らかにすること。 

 

Ｂ．研究方法 

頚部脊髄症手術症例 31例を対象とし、各ス

コアの術後 6 か月までの経時変化を観察し、

STEF と、10 秒テスト/JOA スコア/JOACMEQ

の相関を検討した。 

  

Ｃ．研究結果 

JOACMEQ 上肢機能の術後獲得点数と

STEF 得点との間に強い相関を認め、質問

項目は３つのみであるが、神経回復をよく

反映していた。一方、上肢 JOA スコアおよ

び 10 秒テストの改善と STEF 得点には相

間を認めなかった。JOACMEQ 上肢機能改

善に影響を与える動作として、術後の「つ

かみ要素」「つまみ要素」の改善度および術

前の「巧緻要素」の低値が同定された。 

 

Ｄ．考察、 

術後上肢機能の回復は術後 1 か月でピーク

に近い値まで改善し、その後 6 か月まで緩

徐に改善を示す。JOACMEQ 上肢機能評価項

目も同様の経過を示し、STEF ともよく相関

した。JOACMEQ は術後上肢機能を評価する

のにすぐれたツールであるが、一方で左右

の上肢を別々に評価することは JOACMEQ で

は不可能であり、10 秒テストや STEF を併

用する事が推奨される。 

 

Ｅ．結論 

JOACMEQ は STEF と有意な相関を認め、STEF

の「巧緻要素」は JOACMEQ 上肢機能改善群

で非改善群と非し、術前後ともに有意に高

得点であった。JOACMEQ は頚部脊髄症にお

いて神経機能回復を鋭敏にとらえうる有用

な評価質問票であると考えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  総括研究報告書にまとめて記載 

 

Ｇ．研究発表 
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